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お問合せ・͝ ༧

　ຊでは、ࡀ��Ҏ্の1�ˋ超 「͕ೝ
症」を๊えているとߟえΒΕておΓ、ޙࠓ
૿Ճ͕༧さΕます。ࠓճは、ೝ症の༧
にޮՌతなのτϨʔχϯάମૢなͲ
をհし、さΒにձ場で࣮ફしてΈせます。
օさまの͝ࢀՃをお しͪておΓます。

トϨͰੜ͖ੜ͖ͱ�～ೝ症のཧղͱ༧の࣮ફ～

医学講座
参
加
無
料

会場：ҁްੜ病院 ්࢈ਓՊ౩̐階 ଟత室

ΦンϥΠンͰ
ࣗࢹௌʂ

８月25日（ۚ）14：00ʙ1�：00日 時

講 師 ҁްੜ病院
ϦϋϏϦςʔγϣϯՊ ࢜๏ྍۀ࡞ ੜྑ ౻ࠤ
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お問合せ
;Ε͍͋ொ田ϗスϐλϧ
☎042-��8-1121（代表）
東ژொా市খࢁヶٰ�ｰ̏ｰ�

　「ᡲḜԌ」なͲのखにى る͜௧Έについ
て、ख࣬患の専門ੑを༗する当院の整形
外科෦͕、わ Γ͔す͘ お話しします。͜
Εまでѻって͖ たଟ の͘症ྫの中͔Β、۩
ମతな症ঢ়を͛ڍ、༧ࡦなͲを専門త
にղઆしますので、ੋ ඇ͝ࢹௌ͘ さͩい。

खの௧Έʹ͍ͭͯ　～ᡲḜԌΛத৺ʹ～
けんしょう

ΦンϥΠン
医学講座ࢹ

ௌ
無
料

1$ h εϚϗ hλϒϨοτΛͯͬωοτͰࣗ͝ࢹௌΛʂ

８月25日（ۚ）11：30ʙ12：00日 時

講 師
;Ε͍͋ொ田ϗスϐλϧ
            ܗ֎Պ ෦長  খ Ұߒ  ҩࢣ
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綾
瀬
厚
生
病
院
の
眼
科
で
は
、
水
曜
日
を
除
く
平

日
の
午
前
（
予
約
制
／
予
約
外
の
受
付
は
午
前
11
時

ま
で
）に
外
来
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
午
後
は
、

白
内
障
手
術
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

変
性
症
で
は
、
硝
子
体
へ
の
注
射

治
療
（
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法
）
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
は
、

日
帰
り
入
院
ま
た
は
１
泊
２
日
の

入
院
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
後
は
手
術
や
レ
ー
ザ
ー

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

「
目
が
か
す
ん
だ
り
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
症
状

や
、
目
の
痛
み
・
か
ゆ

み
、
視
野
の
狭
さ
、
ま

ぶ
た
が
重
く
感
じ
る
な

ど
、
目
の
お
悩
み
は
お

気
軽
に
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

当
院
で
は
、
午
前
を

診
察
の
時
間
と
し
、
午

後
に
手
術
や
術
前
検
査

（
白
内
障
）、
手
術
説

明
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
な

腫
）、
物
を
見
る
目
の
機
能
に
障

害
が
出
ま
す
。

点
眼
麻
酔
し
て
か
ら
治
療

治
療
で
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
働
き

を
抑
え
る
薬
剤
を
使
用
し
、
黄
斑

浮
腫
を
改
善
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

薬
剤
を
注
射
で
投
与
す
る
「
抗
Ｖ

Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法
」
で
は
、
点
眼
麻
酔

の
後
に
、
極
細
の
針
で
白
目
の
部

分
に
注
射
し
ま
す
。

視
力
の
低
下
を
抱
え
て
い
た

り
、
目
の
か
す
み
や
視
界
の
ゆ
が

み
が
あ
る
場
合
は
、
目
の
病
気
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
眼
科
で
早

め
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術

で
は
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
眼

科
主
任
教
授
・
水
木
信
久
医
師
が

担
当
す
る
、
白
内
障
治
療
と
同
時

に
行
な
う
緑
内
障
手
術
に
も
対
応

し
て
お
り
ま
す
（
月
１
回
）。

ま
た
、
水
曜
日
（
午
前
・
午

後
）
は
、
国
家
資
格
を
も
つ
視
能

訓
練
士
が
視
野
検
査
や
、
眼
鏡
処

方
、
術
前
検
査
、
定
期
検
診
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
糖
尿
病
や
高

血
圧
に
関
す
る
目
の
検
査
、
あ
る

い
は
飛
蚊
症
の
検
査
で
は
、
散
瞳

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
後
は

お
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
」。

同
院
☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１

＊
眼
科
外
来
…
月
火
木
金
各
午
前

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

ど
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
そ
の
場
合
、
黄
斑
に
む
く
み

が
生
じ
て
い
ま
す
。
体
内
の
血
管

内
皮
増
殖
因
子
（
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
）
と

い
う
物
質
が
増
え
、
異
常
な
血
管

で
あ
る
「
新
生
血
管
」
が
増
殖
し

た
り
成
長
し
て
、
炎
症
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
の
で
す
。

新
生
血
管
は
破
れ
や
す
く
、
出

血
し
た
り
、
血
液
中
の
成
分
が
漏

れ
出
し
て
黄
斑
が
腫
れ
（
黄
斑
浮

綾
瀬
厚
生
病
院
の
眼
科（
担
当
・

西
迫
真
美
医
師
／
常
勤
医
師
）
で

は
、
白
内
障
や
緑
内
障
、
糖
尿
病

網
膜
症
、
加
齢
性
黄
斑
変
性
症
、

も
の
も
ら
い
、
前
眼
部
疾
患
（
結

膜
炎
や
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
）
の
治

療
を
中
心
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
網
膜
症
、
網
膜
静
脈
閉
塞

症
で
の
黄
斑
浮
腫
、
加
齢
性
黄
斑

年
齢
を
重
ね
る
と
、
多
く
の
人

が
目
に
悩
み
を
抱
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

特
に
視
界
の
ゆ
が
み
や
視
力
低

下
は
、
加
齢
黄
斑
変
性
や
、
網
膜

静
脈
閉
塞
症
、
糖
尿
病
網
膜
症
な

加
齢
に
よ
る
視
界
の
乱
れ

異
常
な「
新
生
血
管
」が
増
殖

綾
瀬
厚
生
病
院
・
眼
科

白
内
障
と
同
時
に
緑
内
障
治
療

த心ᜰத心ᜰ

ༀ͕ࡎ
৽ੜ݂管
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指
先
の
神
経
や
腱
が
密
集

手
根
管
症
候
群
の
見
極
め
に
は

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
小
竹
森
医
師

「
手
根
管
」で
神
経
が
圧
迫

指
の
し
び
れ
は
手
首
に
原
因
が

手
の
付
け
根
に
あ
る
「
手
根
管
」
の
中
で
は
、
神

経
や
腱
が
混
雑
し
て
い
ま
す
。
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る

と
、
手
指
に
し
び
れ
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
整
形
外
科
」
で
は
、

担
当
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
活
か
し
た
診
療
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
手
の
専
門
性
を
有
す
る

小
竹
森
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。   〈
取
材
協
力
〉

「
手
首
辺
り
に
は
『
手
根
管
』
と

い
う
扁
平
な
管
が
あ
り
ま
す
。
幅

２
～
2.5
㎝
ほ
ど
の
ト
ン
ネ
ル
状（
手

の
大
き
さ
な
ど
に
応
じ
て
個
人
差

が
あ
り
ま
す
）
で
、
手
の
ひ
ら
側

に
あ
り
ま
す
。
手
の
甲
側
と
両
側

面
に
は
『
手
根
骨
』
と
い
う
骨
が

あ
り
、
手
の
ひ
ら
側
に
は
さ
ら
に

『
横
手
根
靭
帯
』
も
あ
り
、
こ
れ

ら
が
手
根
管
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

手
根
管
の
中
に
は
、
指
を
屈
曲

さ
せ
る
腱
が
９
本
あ
る
上
に
、
幅

が
４
～
５
㎜
ほ
ど
の
扁
平
な
形
の

『
正
せ
い
ち
ゅ
う中
神
経
』
が
あ
り
、
横
手
根

靭
帯
の
す
ぐ
下
を
通
っ
て
い
ま
す
」

つ
ま
み
動
作
や
筋
萎
縮
で
発
覚
も

（
続
く
）「
正
中
神
経
は
、親
指
・

人
差
し
指
・
中
指
・
薬
指
半
分
の
、

手
の
ひ
ら
側
の
知
覚
（
触
っ
た
感

じ
や
痛
み
、
冷
た
さ
な
ど
）
の
ほ

か
、
親
指
を
小
指
に
く
っ
つ
け
る

動
き
（
対
立
運
動
）
に
大
き
く
関

係
し
て
い
ま
す
。

手
根
管
の
中
で
、
こ
の
正
中
神

経
が
何
か
の
原
因
で
圧
迫
さ
れ
る

と
、
痛
み
や
し
び
れ
を
起
こ
し
て

つ
ま
み
動
作
が
し
づ
ら
く
な
り
ま

す
。
こ
の
障
害
が
、『
手
根
管
症

候
群
』
で
す
。

症
状
で
は
、
し
び
れ
や
知
覚
障

害
が
最
初
に
現
れ
、
そ
し
て
最
も

多
い
症
状
で
す
が
、
こ
れ
が
出
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
親
指
の

付
け
根
の
筋
萎
縮
で
気
付
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
、
つ
ま

み
動
作
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
と

重
症
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
手

の
違
和
感
は
お
早
め
に
当
院
を
ご

受
診
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

駐
車
場
有
／
南
大
沢
駅
・
多
摩
境

駅
・
相
模
原
駅
か
ら
無
料
バ
ス
有

親
指（
母
指
）か
ら
薬
指（
環
指
）

の
中
指
側
と
、
親
指
の
付
け
根
の

手
の
ひ
ら
側
に
、
し
び
れ
や
知
覚

障
害
が
出
た
り
、
夜
間
を
中
心
に

強
く
痛
み
、
思
わ
ず
手
を
振
り
た

く
な
る
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合

は
、「
手
根
管
症
候
群
」
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
衣
服
の
ボ
タ
ン

が
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
箸

が
使
え
ず
、
字
を
書
く
こ
と
も
不

自
由
に
な
る
な
ど
、
指
先
で
物
を

つ
ま
む
動
作
に
障
害
が
出
ま
す
。

特
発
性
ま
た
は
合
併
症

こ
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な
り
そ
う
な
病
気
が
特
に
な
い

場
合
は「
特
発
性

4

4

4

手
根
管
症
候
群
」

と
さ
れ
、
妊
娠
・
出
産
・
更
年
期

に
と
も
な
う
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
変

化
や
、
手
首
を
手
の
ひ
ら
側
に
曲

げ
た
状
態
で
の
長
時
間
の
作
業
な

ど
、
直
接
、
手
根
管
を
圧
迫
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
や
糖
尿
病
、
人

工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
の
場
合

（
基
礎
疾
患
が
明
ら
か
な
場
合
）、

手
根
管
の
中
の
滑
膜
と
い
う
組
織

が
増
え
て
正
中
神
経
を
圧
迫
す
る

こ
と
や
、
長
年
の
病
気
に
よ
っ
て

神
経
そ
の
も
の
が
痛
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
こ
と
（
易
損
性
）
が

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
手

根
骨
と
い
う
骨
の
骨
折
で
も
、
発

症
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
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手の付け根付近のイメージ

ふれあい町田ホスピタル
整形外科 部長

小竹森 一浩 医師
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ͥͻ見学ʹ͝དྷԂを！

ͥͻ見学ʹ͝དྷԂを！

ΞοトϗーϜ
ͳӡӦ

ΞοトϗーϜ
ͳӡӦ

;Ε͍͋
ொాอҭԂ
���ʢ���ʣ���� ୲�ྛా

開所時間 �ɿ��ʙ��ɿ��

町田市小山ヶ丘１‒ 3‒10

病院隣接 �๛͔ͳࣗવڥ

四季を感じながら行なう自然遊びは、
園児の発想力・想像力を伸ばします。
服も靴も泥だらけになりますが…自
発的な活動で自分らしさを表現でき
る関わりを大切に考えています。

;Ε͍͋
͕͞ΈอҭԂ

���ʢ���ʣ���� ୲�٢Ԭ

�ɿ��ʙ��ɿ��
ؓ੩ͳॅ֗ʹཱؓ੩ͳॅ֗ʹཱ

海老名市東柏ヶ谷2‒16‒11

公園内のタンポポ・シロツメ草・てん
とう虫・アリなどは、園児にとって宝
石箱のようです。触って観察し、ゆっ
たりと楽しむ好奇心や、豊かな感受性
が発達していくように支援しています。

;Ε͍͋
ҁอҭԂ
����ʢ��ʣ���� ୲ޱࢁ�

開所時間 �ɿ��ʙ��ɿ��

綾瀬市深谷中１‒ 4‒13

内த৺部ࢢ �病院隣接 �ं௨ۈʹศརࢢ内த৺部 �病院隣接 �ं௨ۈʹศར

笑顔あふれるアットホームな環境下
で、食育の一環としてキュウリやトマ
トなどを育てています。「見る」「触れ
る」「食べる」などを楽しみながら経
験し、豊かな心を育んでいます。

;Ε͍͋
େอҭԂ
���ʢ���ʣ���� ୲�Ҫ

大和市南林間 9‒4‒14

開所時間 �ɿ��ʙ��ɿ��

毎日元気に走り回る園児から、保育士
は元気をもらっています。イチゴやア
サガオなどの植物を育て、収穫したり
押し花や花の色水で遊び、身近な植物
との関わりを大切にしています。

ؓ੩ͳॅ֗ʹཱؓ੩ͳॅ֗ʹཱ

;Ε͍͋อҭԂの͝Ҋ内

勤務地

南ྛؒ・ؒӺから
ແྉόス௨勤Մ。
ϚΠΧʔ௨勤も0,！
อҭࢪઃをඋ♪

ご応募はおి
または̧̦ίʔυから！

046（272）1515Ｔ
Ｅ
Ｌ

経験ऀ
ॕの勤Մऀ
հ護֨ࢿอ༗ऀ

հ護࢜ɾհ護࢜ࢱ優遇
します！

常
勤
・
非
常
勤

৬һืू

鶴
間
駅

南
林
間
駅

�0

小
田
急
線

南林間
入口

小松原
イオンモール
大和西高

大和成和
病院

南林間中

十一条
通り

˟˟
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募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集
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募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集募集
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;Ε͍͋ϑΝʔϜ
ҩྍؔػのෑఉ園Ֆの͓खೖΕ

ὸ0467-88-1�63
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Λऀݧܦ
༺࠾ۃੵ
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042ô798ô1121
machida-hosp@fureai-g.or.jp

;Ε͍͋ொాϗスϐλϧ
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管理ӫཆ࢜常勤 スλッϑ
໊̍ 募集

ご応募は
電話・メール・ホーム

ページ

どれからでもOK！
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○
…
「
麻
酔
科
医
が
患
者
さ

ま
と
実
際
に
接
す
る
こ
と
に
な

る
の
は
、
手
術
現
場
か
ら
が
多

い
の
で
す
が
、
患
者
さ
ま
は
手

術
の
当
日
ま
で
に
、
多
く
の
検

査
を
受
け
、
ご
家
族
と
話
し
合

い
、
涙
に
暮
れ
る
日
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
が
麻

酔
で
意
識
が
な
い
状
態
で
も
、

麻
酔
科
医
は
そ
の
い
き
さ
つ
を

実
体
験
の
よ
う
に
心
に
留
め
、

手
術
に
携
わ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」。

○
…
信
州
大
学
卒
業
後
、
東

京
や
神
奈
川
の
病
院
を
経
て
、

２
０
１
１
年
に
大
和
成
和
病
院

に
着
任
。
２
０
１
４
年
に
は
渡

米
し
、
研
究
員
生
活
も
送
り
ま

し
た
。「
呼
吸
不
全
の
免
疫
細

胞
を
中
心
と
し
た
研
究
の
日
々

で
し
た
が
、
そ
の
内
容
だ
け
で

な
く
、
世
界
の
最
前
線
で
得
た

知
見
を
、
当
院
の
患
者
さ
ま
の

た
め
に
活
か
し
た
い
と
、
そ
の

瞬
間
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
」。

○
…
手
術
中
の
使
命
を
Ｄ
Ｆ

（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
表
現
し
、

「
サ
ッ
カ
ー
の
“
攻
撃
陣
”
で

あ
る
Ｆ
フ
ォ
ワ
ー
ド
Ｗ
が
執
刀
医
だ
と
す
れ

ば
、
攻
撃
（
手
術
治
療
）
の
際

に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
こ
と
だ
け

を
考
え
て
進
む
た
め
に
は
、
鉄

壁
の
防
衛（
呼
吸
管
理
や
輸
血
、

痛
み
に
対
す
る
薬
剤
投
与
）
は

欠
か
な
い
」
と
説
明
。
手
術
後

も
、
心
臓
血
管
と
い
う
重
要
な

器
官
に
メ
ス
が
入
っ
た
ば
か
り

の
身
体
状
態
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
管

理
す
る
医
療
チ
ー
ム
の
一
人
と

し
て
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。「
専
門
性
を

活
か
し
、
術
後
ま
で
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
、
終

始
、
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

この「人」に聞く

���

オ
ペ
決
心
ま
で
の
気
持
ち
に
共
感

　
　
　
　��

治
療
の
安
全
環
境
を
堅
守

ถ୩�૱�ҩࢣ
 （こめたに さとし）　　　　
େපӃ
ʲຑਲՊʳ

日本心臓血管麻酔学会 専門医
日本集中治療医学会 専門医

 　　　　　　　　　　　          ほか

麻
酔
科
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

  
「
不
安
の
な
い
手
術
を

       
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
」

大
和
成
和
病
院

米
谷
聡
医
師

大
和
市
南
林
間
に
あ
る
「
大
和
成
和
病
院
」
で
麻

酔
科
部
長
を
務
め
る
米
谷
聡
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人

に
聞
く
」
で
紹
介
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

（
米
谷
医
師
）「
手
術
の
際
は
、

全
身
麻
酔
や
局
所
麻
酔
が
行
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。実
は
麻
酔
は
、

つ
く
り
出
す
こ
と
に
直
結
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
手
術
後
や
内
科

疾
患
の
患
者
さ
ま
に
対
し
て
も
、

病
気
や
治
療
に
と
も
な
う
痛
み
や

体
の
負
担
を
取
り
除
く
こ
と
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

不
安
や
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、

い
つ
で
も
ご
質
問
く
だ
さ
い
。
患

者
さ
ま
が
不
安
を
抱
え
る
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
手
術
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
私
達
・
麻
酔
科

医
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

〈
取
材
協
力
〉

大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

単
に
痛
み
を
取
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
患
者
さ
ま
が
手
術
で
受
け

る
多
く
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
体
を

守
る
作
用
も
あ
り
ま
す
」

心
臓
特
有
の
配
慮

「
麻
酔
科
医
の
使
命

は
、
患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た
麻
酔
の
調

整
を
行
な
い
、
薬
剤
や

医
療
器
具
を
用
い
て
心

臓
や
肺
の
機
能
を
補
助

し
、
手
術
の
ス
ト
レ
ス

を
最
小
限
に
し
な
が
ら

安
全
性
を
最
大
限
に
高
め
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

特
に
当
院
は
、
心
臓
病
専
門
の

病
院
で
す
。
心
臓
を
直
接
的
に
治

療
す
る
過
程
に
と
も
な
い
、
患
者

さ
ま
の
体
に
大
き
な
負
担
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
特
徴

を
深
く
理
解
し
、
当
院
の
麻
酔
科

は
常
に
繊
細
か
つ
慎
重
な
麻
酔
管

理
を
心
掛
け
、
麻
酔
の
調
整
や
麻

酔
方
法
、
手
術
に
よ
る
患
者
さ
ま

の
変
化
（
意
識
・
呼
吸
・
体
温
・

免
疫
機
能
な
ど
）
を
絶
え
ず
注
視

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
態
管

理
や
緊
急
時
の
対
処
法
に
は
、
細

か
い
規
則
を
設
け
て
お
り
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
が
培
っ
て
き

た
経
験
も
加
わ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の

症
例
に
対
し
て
、
考
え
ら
れ
る
最

大
の
工
夫
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

治
療
に
全
て
を
集
中

「
こ
の
麻
酔
科
体
制
は
、
医
療

者
が
手
術
（
治
療
）
に
全
て
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
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薬学部
８月特別イベント

隣接のグループ病院を訪問して
薬剤師の役割を見学！

イベント内容
ٖतۀΩϟϯύεπΞʔ
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などなど…

たくさんの
職種が

 あります♪
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045-761-3581

看護師
ΉʂٻΉʂٻ 康心会汐見台病院ʢԣࢢү۠ࢠʣ

■ 子育て世代から管理職世代まで募集
■ ケアミックス型の総合病院
■ 経験に応じて給与は応相談
■ 院内保育園を完備

ॻྨ ໘બߟ

看護師の免許はないけれど、病院で働きたい。

医療貢献がしたい！！

家庭での看護経験を活かしたい…。

やさしさと気遣いをもって仕事に臨みたい！

このような方は、  
当院での看護補助の仕事をお考えください。

不安や迷いは一度、職場見学して考えてみませんか？

綾瀬厚生病院 （担当 / 南・今鷹）
ご応募・
お問合せ 0467-77-5111

詳細はこちら⬇詳細はこちら⬇

看護補助 常勤でも！
非常勤でも！

スタッフ大募集♪

校
で
、
少
人
数
の
授
業
と
担
任
制

度
を
採
用
し
、
学
生
に
充
実
し
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

現
場
で
活
き
る
力
を
養
う
こ
と
を

重
要
視
し
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

な
の
で
、
卒
業
後
す
ぐ
に
第
一
線

で
活
躍
で
き
、
就
職
実
績
に
高
い

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の

「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
」
で
は
、
８
月
の
毎
週
土
曜

日
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
ま
す
。

同
校
は
、
介
護
福
祉
・
医
療
事

務
・
Ｉ
Ｔ
分
野
が
学
べ
る
専
門
学

毎
回
、
個
別
相
談
が
可
能

８
月
は
毎
週
土
曜
日
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス
開
催
！

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

+3ொాӺ
খాٸઢொాӺ

ίί

ҩྍϏδωスޫ؍ࢱઐֶߍ
☎042‒744‒9711
XXX�NCTJ�BD�KQ
神奈川県૬ݪ市ೆ۠
্ؒຊொ�ô��ô��

オープンキャンパスオープンキャンパス
શͯͷ։࠵日ʹݸผ૬ஊ0,

介護ࢱ
˔ମݧतۀ
ੜトーΫ�΄かߍࡏ˔

８／５ 10ɿ00ʙ12ɿ30

ਪનઆ໌ձʢ߹֨ΞυόΠεʣߍఆࢦ˔
આ໌ձ�΄かߍֶ˔

８／12 10ɿ00ʙ11ɿ30

ҩྍࣄ務・*5
ੜトーΫߍࡏ˔
˔ମݧतۀ�΄か

８／19 10ɿ00ʙ12ɿ30

ผ૬ஊձ�΄かݸ˔

８／26 13ɿ00ʙ14ɿ30

ҩྍϏδωεޫ؍ࢱઐֶߍ

評
価
が
あ
る
学
校
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

学
校
の
雰
囲
気
や
多
彩
な
学
科
・

コ
ー
ス
を
体
感
で
き
ま
す
。
全
て

の
日
に
ち
に
個
別
相
談
会
も
あ
る

の
で
、
具
体
的
な
質
問
が
気
軽
に

聞
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
上
鶴
間

本
町
３
の
18
の
27

ら
」
と
い
う
意
見
は
、
例
年
同
様

に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

今
年
は
、
さ
ら
に
「
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
と

思
っ
た
。
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
学
べ
る
の
で
、

日
常
生
活
で
も
役
に
立
つ
と
思
っ

た
」「
幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち

と
一
緒
に
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

は
、
自
分
に
と
っ
て
た
め
に
な
り

そ
う
」な
ど
、“
自
己
成
長
の
た
め
”

と
考
え
て
い
る
学
生
が
目
立
つ
こ

と
も
特
徴
で
す
。
同
校
の
ス
タ
ッ

フ
は
「
入
学
後
は
、
同
じ
夢
を
共

有
す
る
仲
間
と
の
交
流
に
、
そ
れ

ぞ
れ
安
心
感
を
抱
い
て
い
る
印
象

を
も
ち
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

仲
間
と
共
に
乗
り
越
え
る

一
方
、
下
田
と
い
う
土
地
で
の

生
活
に
、「
一
人
暮
ら
し
の
大
変

さ
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
率
直

な
感
想
や
、
看
護
の
勉
強
に
つ
い

て
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
変
」

「
大
変
さ
は
覚
悟
し
て
い
た
」
と

い
う
本
音
に
対
し
、
同
ス
タ
ッ
フ

は
次
の
よ
う
に
続
け
ま
す
。「
素

直
な
学
生
の
声
に
、
で
き
る
限
り

学
校
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
療
分

野
で
あ
る
看
護
の
勉
強
は
、
確
か

に
大
変
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
夢

を
も
つ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
な

ら
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
場
面
は
多

く
、
自
分
の
夢
を
叶
え
る
た
め
の

今
の
決
意
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護

専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

静
岡
県
下
田
市
柿
崎
２
８
９

新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト

「
夢
に
向
か
う
の
は
楽
し
い
」

　
　
　

    

意
欲
に
満
ち
溢
れ
て

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

海
風
を
感
じ
る
伊
豆
半
島
の
南

部
に
あ
る
「
湘
南
医
療
大
学
附
属

下
田
看
護
専
門
学
校
」
で
は
、
今

年
も
４
月
に
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。
同
校
で
は
毎
年
、
新
入
生
対

象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
看
護

の
未
来
を
担
う
同
校
学
生
の
素
直

な
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
自
分
に
有
益
な
経
験
」

下
田
看
護
専
門
学
校
の
受
験
を

決
め
た
理
由
に
つ
い
て
、「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
先
輩
た
ち
の

雰
囲
気
が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か

自然豊かな環境で勉学に集中

学生生活が夢に近づく力になる

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」

は
、
同
じ
建
物
に
病
院
（
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
医
療

法
人
社
団
康
心
会
）を
併
設
し
、

３
６
５
日
24
時
間
に
わ
た
っ
て

建
物
内
に
医
師
が
い
る
こ
と

や
、
夜
間
ま
た
は
緊
急
時
の
対

応
に
安
心
感
が
あ
る
生
活
環
境

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
介
護
だ

け
で
な
く
、
医
療
面
に
も
手
厚

い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
ま

す
。

◇
当
日
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
試
食

こ
の
利
便
性
や
住
み
心
地
を

ご
体
感
い
た
だ
く
た
め
に
、
当

施
設
で
は
、
２
つ
の
企
画
を
用

意
い
た
し
ま
し
た
。
施
設
内
を

ご
見
学
い
た
だ
き
な
が
ら
当
日

の
昼
食
も
ご
試
食
可
能
な
「
個

別
相
談
会
」（
８
月
５
日
土
〜

27
日
日
）
と
、
１
泊
２
日
３
食

付
き
の
「
体
験
入
居
」
で
す
。

当
施
設
（
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ

ン
ス
町
田
）
へ
は
、
京
王
相

模
原
線
「
南
大
沢
駅
」
ま
た

は
「
多
摩
境
駅
」、
Ｊ
Ｒ
横
浜

線
「
相
模
原
駅
」
か
ら
無
料

の
直
通
バ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

◇
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
可
能

病
院
か
ら
ご
退
院
後
、
ご

自
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
が

困
難
に
な
ら
れ
た
方
や
、
ご

家
族
の
在
宅
介
護
に
行
き
詰

ま
り
を
感
じ
不
安
を
抱
え
ら

れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
個
別

相
談
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

入
居
施
設
の
ご
検
討
を
始
め

ら
れ
た
初
期
の
ご
相
談
か
ら
、

お
急
ぎ
の
ご
入
居
相
談
ま
で
、

専
属
の
相
談
員
が
懇
切
丁
寧

に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
自

費
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

ご
利
用
相
談
も
承
っ
て
お
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
は

左
記
の
番
号
で
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田

��

０
１
２
０・
８
６・
６
５
３
４

ਤॻίʔφʔେཋࢪࣨ�ډઃ֎؍
ϨクϦΤʔγϣϯ
ʢスΠΧׂΓେձʣ ϥϯδͰのஊস

հޢ༗ྉਓϗーϜ��シニアレジデンス町田 お申込み・資料請求

東京都町田市小山ヶ丘1-3-8
０１２０-86-6534

ϑϦʔμΠϠϧ

じっくりとご確認ください
8/5〜27食事付き個別相談会

ご希望の時間から開始可能

介護付有料老人ホーム・シニアレジデンス町田

シニアレジデンス町田

参
加
無
料

完全
予約
制

１泊２日3食付
体験入居

11,000円

● 各日２組さま（４名さま）まで／送迎対応あり ※要相談
● 介護付きの高齢者施設の特徴を説明
● 居室や共有スペース（ラウンジやレストランなど）のご見学
● 当日の施設昼食を、実際にご試食
● 個別のご相談   など

8月5日（土）～27日（日）

南大沢駅
多摩境駅
相模原駅

無料直通
バス

約10分

実際に居室で生活し、住み
心地をご体感いただくには

施設見学だけでなく…

介護付有料老人ホーム

食事付き個別相談会

〈希望制・事前にご予約を〉

27日

南大沢駅

相模原駅

コストコ
京
王
線

JR
小山

バス停

多摩境駅

橋本駅

南大沢駅 小山長池トンネル南

シニア
レジデンス
町田

®

�



ձ（Ӄ）ʹ ͓ͯฉ͖いͨだく講࠲Ͱ͢

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

246

会場周辺の地図

・「さがみ野駅」南口
 から徒歩５分

•「相模大塚駅」南口
 から徒歩８分

交通アクセス交通アクセス

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ

　「整形外科」の一般外来と、「骨粗鬆症
専門外来」を合わせると、当院では1000人
を超える患者さまに骨粗鬆症の薬物治療
を行なっています。昨年4月に登場した新薬
の情報を含めて、骨粗鬆症の治療につい
て、最近の話題を中心にお話しいたします。

骨粗鬆症治療　～最近のトピックス～

医学講座
参
加
無
料

会場：さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

８月28日（݄）13：00から日 時

講 師 さがみ野中央病院    山田 久孝 院長

視聴方法はホームページをご覧ください

લʹ院のϗʔϜϖʔδΛࣄ
͝ཡ͍͖ͨͩɺ
·Ͱʹ४උΛͯ͠
ௌͩ͘さ͍ɻࢹ͝

ෆ໌ͳͲɺ
おܰؾʹおి（هࠨ）Ͱ

お問合せͩ͘さ͍ɻ

大病院 ૯՝
☎046-2�8-3855（通）
神奈川県େ市ೆྛؒ ｰ̕ ｰ̔̎

お問合せ

　৸ている࣌に、େ な͖いͼ を͖͔ ٵݺ͖、
まっているΑ͏ࢭ͕ な༷ࢠを心さΕた͜
とはないです ʁ͔ͦ のΑ͏ な症ঢ়は、「ਭ
͔「܈症ީٵݺແ࣌ しΕませΜ。͜ のප
Ҽ、治療ݪのؾප、ੑと心࣬患のؔؾ
ํ๏なͲを しৄ͘ ղઆします。

͍ͼ͖Χϥμのԫ৴߸　～ਭ࣌ແٵݺ症ީ܈ͱ৺࣬ױ～

ΦンϥΠン
医学講座ࢹ

ௌ
無
料

1$ h εϚϗ hλϒϨοτΛͯͬωοτͰࣗ͝ࢹௌΛʂ

8月24日（木）13：00から日 時

講 師 大病院 ॥ثՊ
หບΧςʔςϧྍ࣏෦長  Ӝ෦ থത ҩࢣ

市ཱ
ਤॻؗ

ফॺ

42
ҁ市ॴ

ίί
神奈川県綾瀬市
深谷中1-４-16

保育所
あり

神奈川県綾瀬市
深谷

保育所
あり

優しく、気遣いができる方に
ピッタリな職場です！

ご応募・お問合せ お気軽にご連絡を♪

担当／南・今鷹
お電話 0467-77-5111

必須資格は
看護師免許または
准看護師免許
（キャリアは問いません）

常 勤 …　　21万 2000円～

非常勤… 1500円＋加算給
准看は1200円＋加算給

准看は18万円～

月
額

時
給

（勤務スタイルを選べるので現場復帰に最適） （同期がいると安心感 UP）

今回の募集は
４名の大チャンス！！

綾瀬厚生病院 で働きませんか？
綾瀬市唯一

の病院
綾瀬市唯一看護師

（准看護師も
可）

免許をお持ち
の方へ 車あるいは自転車で、茅ヶ崎市・寒川町に在住の要介護（または要支援）者を

訪問し、介護を提供するお仕事（ヘルパー職務）です。

湘南東部総合病院
所在地：神奈川県茅ヶ崎市西久保500

☎0467-83-9111
　          （総務課・欠畑宛て）

◀こちらから
　エントリーも可能！

募集施設 応
募
先ホームヘルパー２級または

介護職員初任者研修修了
必要資格

　          

訪問介護スタッフ募集１名 非常勤

食中毒の原因菌やウイルス

潜伏期間の差異

ひき肉・カレー・ペットボトル

食卓で注意すべきこと
取材協力／さがみ野中央病院

れ
、早
め
に
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う
。

付
着
し
た
「
大
腸
菌
」
は
、
75
℃

以
上
の
高
温
に
よ
る
１
分
間
以
上

の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。し
か
し
、

ひ
き
肉
に
す
る
と
内
部
ま
で
菌
が

入
り
込
む
た
め
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や

オ
ム
レ
ツ
な
ど
は
、
表
面
だ
け
で

な
く
、
内
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ひ
き
肉

を
使
っ
た
料
理
は
、
小
さ
な
子
ど

も
に
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
の

で
、
家
庭
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
食
中
毒
に

注
意
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
で
き

る
リ
ス
ク
回
避
の
コ
ツ
を
紹
介
し

ま
す
。体
調
に
異
変
が
あ
っ
た
ら
、

必
ず
病
院
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

の
場
合
は
、
摂
取
後
す
ぐ
に
発
症

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す

（
以
上
、「
東
京
都
福
祉
保
健
局
」

Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

し
か
し
、摂
取
し
た
量
や
、元
々

の
体
調
に
よ
っ
て
、
症
状
が
出
現

す
る
様
子
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

体
調
不
良
は
、
早
め
に
医
療
機
関

で
診
て
も
ら
う
こ
と
が
正
確
な
診

断
に
つ
な
が
り
ま
す
。

は
、
神
経
症
状
（
ま
ひ
な
ど
）
を

引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
週
間
の
タ
イ
ム
ラ
グ
も

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
菌
や
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
か
ら
、
症
状

が
現
れ
る
ま
で
の
時
間
を
「
潜
伏

期
間
」
と
い
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
は

お
よ
そ
24
～
48
時
間
、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
は
お
よ
そ
２
～
７
日
と

さ
れ
て
お
り
、
発
症
ま
で
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
細

菌
が
増
殖
す
る
際
に
産
生
す
る
毒

素
や
、
フ
グ
や
き
の
こ
類
の
自
然

毒
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
等
の
化
学
物
質

食
中
毒
は
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
の
症
状
が
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
発
熱
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
グ
や
き

の
こ
類
な
ど
に
含
ま
れ
る
自
然
毒

カンϐϩバΫλー

ԫ৭ϒυウٿ菌

ϊϩウイルε

さがみ野中央病院 海老名市東柏ヶ谷6-20-20

☎046-233-5110
おかしい！と思ったら…

内 科 月-土（土AMのみ）

ハンバーグ

オムレツ
ひき肉

大腸菌

ニンジン

カレー

ジャガイモ

ウェルシュ菌

ペットボトル

口内菌

コップに移して！

早めに食べ切る！

中まで火を通す！

家庭で実践！食中毒対策 ▽
ハ
ン
バ
ー
グ
や
オ
ム
レ
ツ

　
　
…
ひ
き
肉
は
し
っ
か
り
加
熱

牛
や
豚
な
ど
の
生
肉
の
表
面
に

▽
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー

　
　
…
根
菜
は
土
中
の
菌
に
注
意

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど

の
根
菜
類
に
付
着
し
た
土
の
中
に

は
、熱
に
強
い
「
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
」

が
多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。
常
温
保

存
さ
れ
た
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
の

鍋
底
の
よ
う
に
、
酸
素
が
少
な
い

環
境
で
活
発
に
増
殖
し
ま
す
。
作

り
置
き
は
一
晩
で
も
冷
蔵
庫
に
入

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料

　
　
…
口
の
菌
が
ボ
ト
ル
の
中
へ

脱
水
症
対
策
に
水
分
補
給
は
大

切
で
す
。
し
か
し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
直
接
口
を
つ
け
て
飲
む
と
、
口

の
中
の
菌
が
意
外
と
多
く
ボ
ト
ル

の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
早
め

に
飲
み
切
る
か
、
コ
ッ
プ
に
移
し

て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

海
老
名
市
に
あ
る
「
さ
が
み
野

中
央
病
院
」
で
は
、
食
中
毒
の
診

察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
内
科
の

上
出
辰
弘
医
師
は
、「
食
中
毒
予

防
の
三
原
則
は
【
付
け
な
い
／
増

や
さ
な
い
／
や
っ
つ
け
る
】
で
す
。

そ
し
て
も
し
『
食
中
毒
か
な
？
』

と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
受
診
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
脱
水
を
と
も
な
う
症
状

を
抱
え
て
い
る
場
合
（
特
に
高
齢

者
）
は
、点
滴
治
療
が
有
効
な
ケ
ー

ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
当
院
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

監
修
／
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

内
科
…
月
〜
土（
土
は
午
前
の
み
）

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

さ
が
み
野
駅
か
ら
徒
歩
５
分

駐
車
場
あ
り

骨
を
切
っ
た
り
血
流
を
止
め
た
り

意
外
と
知
ら
な
い
心
臓
手
術
の
リ
ア
ル

　
　
　

  

わ
ず
か
５
㎝
程
度
の
創
に

体
に
負
担
が
少
な
い
心
臓
手
術
の
方
法

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

田
畑
美
弥
子
医
師

冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
』
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
狭
義

の
意
味
で
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
同
じ
よ

う
に
、
体
の
負
担
が
少
な
い
手
術

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
」

︱
︱
︱
人
工
心
肺
を
使
っ
た

手
術
の
後
は
、
ど
の
よ
う
な
処
置

を
受
け
る
の
で
す
か
？

「
体
が
む
く
み
や
す
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
塩
分
と
水
分
の
摂
取

を
制
限
し
、
体
内
の
余
剰
水
分
を

減
ら
し
た
り
、
利
尿
剤
を
使
用
し

ま
す
。当
院
で
は
、専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
専
属
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
な
い
、
早
期
に
復
帰
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
」。

■
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

部
分
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
手
術
を

行
な
う
の
で
、
創
は
５
㎝
程
度
に

な
り
ま
す
。
形
容
上
の
利
点
の
上

に
、
出
血
や
術
後
の
痛
み
も
少
な

い
の
で
、
術
後
早
期
か
ら
通
常
生

活
を
の
ぞ
む
こ
と
が
可
能
で
す
」

︱
︱
︱
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
ど
の
心

臓
病
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

「
大
動
脈
弁
や
僧
帽
弁
の
病
気
、

心
房
中
隔
欠
損
症
な
ど
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
の
対
象
で
す
。
当
院
で
は
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
の
ほ
か
に
、
冠
状
動
脈
疾
患

に
対
し
て
人
工
心
肺
を
使
用
し
な

い
『
心
拍
動
下
（
オ
フ
ポ
ン
プ
）

︱
︱
︱
心
臓
手
術
で
は
、
胸

骨
を
切
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い

の
で
す
か
？

「
当
院
で
行
な
っ
て
い
る
『
低

侵
襲
心
臓
手
術
（
Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）』

で
は
、
胸
骨
を
切
ら
ず
に
手
術
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
通
常
の
心

臓
手
術
と
は
異
な
る
方
法
で
す
。

肋
骨
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
治
療

心
臓
専
門
の
大
和
成
和
病
院
で
は
、
患
者
そ
れ
ぞ

れ
に
適
す
る
手
術
法
を
そ
の
都
度
、用
い
て
い
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科
の
田
畑
医
師
に
伺
い
ま
し
た
。

維
持
を
担
う
重
要
な
臓
器
で
あ

り
、
多
く
の
骨
に
囲
ま
れ
、
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
心
臓
手
術
で
は
、

そ
の
骨
の
中
の
、
胸
の
真
ん
中
に

あ
る
胸
骨
を
切
開
し
て
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

手
術
中
は
、
一
時
的
に
心
臓
の

動
き
や
血
液
の
流
れ
を
止
め
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
人
工

心
肺
」
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
体
の

中
で
酸
素
を
使
用
し
た
血
液
（
静

脈
血
）
が
心
臓
に
戻
る
手
前
で
、

静
脈
か
ら
血
液
を
人
工
心
肺
装
置

に
導
き
、
機
械
で
酸
素
を
混
ぜ
た

血
液
（
動
脈
血
）
を
大
動
脈
に
送

り
、
体
内
の
臓
器
に
送
り
届
け
ま

す
。
手
術
を
し
て
い
る
間
に
体
内

の
血
液
循
環
を
維
持
す
る
大
事
な

医
療
装
置
で
あ
り
、
心
臓
手
術
に

不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

弁
膜
症
」、
心
房
中
隔
欠
損
や
心

室
中
隔
欠
損
な
ど
の
「
先
天
性
心

疾
患
」、
大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解

離
な
ど
の
「
大
動
脈
疾
患
」
で
す
。

実
施
さ
れ
る
手
術
の
種
類
も

複
数
あ
り
、
冠
状
動
脈
疾
患
で

は
冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
、
心
臓
弁
膜
症
で

は
弁
形
成
術
や
弁
置
換

術
、
大
動
脈
疾
患
で
は

人
工
血
管
置
換
術
な
ど

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

人
工
心
肺
と
は

心
臓
と
肺
は
、
生
命

手
術
が
必
要
に
な
る
心
臓
の
主

な
病
気
は
、い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の

原
因
に
な
る
「
冠
状
動
脈
疾
患
」、

大
動
脈
弁
が
狭
窄
し
た
り
、
僧
帽

弁
が
閉
鎖
不
全
を
起
こ
す
「
心
臓

多
く
の
心
臓
手
術
で
は
、
心
臓
を
守
っ
て
い
る
胸

骨
を
切
っ
た
り
、
専
門
の
医
療
装
置
で
一
時
的
に
心

臓
を
止
め
て
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

血液

人工心肺装置血液

胸骨

肋骨

 教えて！
田畑ドクター

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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